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ロシア帝国における植民問題の研究
　　一ウラル地方を中心に一
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　植民問題はロシア史の通奏低音をなしてきた。ロシ
ァ史をすぐれて植民の歴史としてとらえる見方は伝統
的な歴史観といえる。ロシア史に関する植民理論の成
立と発展はそれ自体ロシア史学史における重要なテー
マであった。このロシア史の重要な構成要素としての
植民は、帝政時代の最も優れた歴史家の一人であるC．
Mソロヴィヨーフ（1820～79年）とB．0．クリュチェフ
スキー（1841～1911年）のモスクワ帝国大学の師弟によ
って「ロシアは植民された国土の歴史」というテーゼに
まで高められた。事実、モスクワ国家、ロシア帝国お
よびソ連の時代を通して、その領土的な拡張と発展は
ロシアの歴史にとってきわめて重要な要素となってい
た。もちろんロシアの支配に組み込まれた民族の側か
らすると、それは「征服」ないし「併合」から「同化」
に至る長く険しい歴史であった。
　この「植民理論」はKπ．カヴェーリン（1818～85年）
やB．H．チチェーリン（1828～1904年）に代表される
「国家学派」のロシア史観の重要な構成要素となった。
その後、クリュチェフスキーの弟子で立憲民主党のリー
ダーともなったn．H．ミリュコーフ（1859～1943年）は
「ロシア史を何よりも植民の歴史として特徴付け、そこ
からロシア人の放浪的生活とロシア史における権力・
国家の役割の重要性を説明しようとした」のである。
その同じ学派のリーダーで、革命後に「ブルジョア史学」
のレッテルを貼られ、モスクワ大学を追放された学長
経験者にしてアカデミー会員であったM．K．リュバーフ
スキー（1860～1936年）には、「植民理論」を実証的に
検証し、死後半世紀を経て刊行された『ロシア植民史
概観』がある。その中で彼は次のように述べる。「ロシ
ア民族の歴史の主要な部分に民族の領土的拡張、すなわ
ち一部は放置され、一部はすでに他の民族集団
（HaponHOCTb）によって占有されている土地への、
東ヨーロッパと北アジアの広大な空間（叩OCTop）へ
の拡張がある。その結果、この新参者と一緒に住まわ
ざるを得なくなり、また一時的にそこから新しい土地
人文科学研究所年報No．49
に出かけていかざるを得なくなるのだが、そのような
土地への移住（paccceneHHe）がある。この移住はロ
シア革命前の全歴史を占めている。〔中略〕それゆえ19
世紀後半～20世紀初頭の著名な歴史家〔クリュチェフ
スキi・一〕によって発言されたロシアの歴史は本質的に
絶え間ない国土の植民の歴史である、という規定は正
しいのである。」
　こうした流れの中に筆者の最近の研究も入る（拙著
『ロシア帝国民族統合史の研究一植民政策とバシキール
人』北海道大学出版会、2006年）。しかし、以上は「歴
史」を作る大きな流れである植民についての研究であ
り、より微視的な関係一つまり「人と人との、結びつ
きの歴史的なあり方」を探ると．いう意味一でこの問題
を捉えたものは現在に至るまで現れていないというの
が実情である。
　16世紀半ばのカザン・ハーン国の崩壊・征服以降19
世紀後半までの300年以上にわたって、モスクワ国家な
いしロシア帝国はいわゆる辺境とされる民族地域の併
合によりその領土を飛躍的に拡大した。しかし、こう
して成立したロシア帝国では各地域の社会・経済的発
展の段階が一様ではなく、そのためツァーリ政府はさ
まざまな民族政策を遂行していくことになった。とは
いえ、政府は辺境の役割を17世紀までは重視しておらず、
植民の重要性や必要性を積極的に認識するようになる
のは18世紀のピョートルー世時代まで待たねばならな
かった。この時期以降、地方を実質的にロシア帝国の
構成員に加えるため一層強圧的かつ巧妙な政策が採ら
れることになったのである。特に、東部辺境であるウ
ラルやシベリアへの学術遠征が行われたのもこうした
政策上の実情と表裏一体をなしていた。19世紀に入っ
てこの地方に対するロシア本国の民族政策・植民政策
の基本的な課題は、豊かな資源のある民族地域をいわ
ば「植民地」（＝民族地域）として「本国」（＝ツァー
リ政府）にとって従属的な原料供給地に変えていくこ
とであった。ここに、われわれはロシアー国内に農奴
制と民族的諸関係によって重層的に形成されるいわば
一種世界システムの相似形さえ見ることができるので
ある。
　そうしたなかで、とくにヴォルガ流域、ウラル、そ
してシベリアといった東部辺境地域における植民は研
究者によって注目されてきた。この地域での特徴的な
搾取形態とされるヤサーク税（異民族による毛皮など
による現物納貢税）の制度、キリスト教への強制的な改
宗、および奴隷制に関して論じられてきた。何よりもそ
れらは民族政策（とくにロシア帝国の東部に対する）
遂行における基本的な構成要素であった。しかし、上
記の制度はお互い密接な関連があるにもかかわらず、
その関連性について論じられることは少なかった。そ
れゆえ、本研究ではウラル地方を中心に上記の諸制度
と民族政策の関連を中心に据え、ツァーリ政府によっ
て推し進められた当該地域における植民や征服、その
支配のあり方（あるいは地方における秩序形成といえ
るかもしれない）、さらには抵抗運動などそれに対する
諸民族の動向を検討する。
